
カツオ　東部太平洋
（Skipjack, Katsuwonus pelamis）

最近の動き

東部太平洋における本種の最近の資源評価は全米熱帯まぐ
ろ類委員会（IATTC）事務局により 2012 年に行われ、資源
状態は不確実であるが、資源が悪化する明確な証拠はないと
された。2015 年には、前年までの漁業・生物学的指標値（ま
き網による漁獲量、FAD 操業 CPUE、素群れ操業 CPUE、標
準化努力量、平均（漁獲個体）重量、相対資源量、相対加入
量、相対資源利用率の 8 つ）が更新された。

利用・用途

主に缶詰原料として利用されている。

漁業の概要

東部太平洋における 2014 年のカツオ総漁獲量は約 26.3
万トンと推定された（表 1：IATTC 2015）。東部太平洋のま
き網では、漁獲物の一部が投棄されることがあるが、投棄量

は年々減少してきており、1998 年は漁獲量の 16%、2012
年は 1% 程度であった（IATTC 2014）。1950 ～ 2014 年ま
での漁法別カツオ漁獲量を図 1 に示す。国別の漁獲量では
エクアドルが全体の約半分を占め、パナマ、ベネズエラ、コ
ロンビア等が続いている。日本は、本海域でカツオを主対象
とした漁業を行っておらず、漁獲量ははえ縄によってまぐろ
類に混じって漁獲される数 10 トン程度である。本海域では、
1950 年代までは沿岸での竿釣りが主であったが、その後大
型の竿釣り船がまき網船に転換し始め、1960 年代からまき
網による漁獲量が増大した。1978 年に約 17 万トンとなっ
てピークに達し、1985 年前後に 5 万～ 6 万トン台まで減少
したが、その後は再び右肩上がりに増加を続け、20 万～ 30
万トンレベルを維持している。漁場は沖合に広がり、現在で
は漁獲量のほとんどがまき網によるものである。

まき網漁場はバハ・カリフォルニアからペルー南部まで広
がるが、メキシコ南部沖では漁獲量は比較的少ない。赤道海
域では漁場は西経 150 度付近の沖合まで達している（図 2）。

表 1.　東部太平洋におけるカツオの国別漁獲量（単位：トン）（IATTC 2015）
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集魚装置（FAD）を使用した操業は主に中米から北部南米沖
で行われており、沖合にも広がっている。素群れを対象とす
る操業は、バハ・カリフォルニア、中米、北部南米沖で行わ
れている。なお、イルカ付き群ではわずかなカツオしか漁獲
されない。まき網によって漁獲されたカツオの体長は 30 ～
80 cm で、年によって漁獲組成のモードが異なる傾向があ
るが、概ね 40 cm 半ばと 60 cm 半ばにモードが確認できる

（図 3）。
竿釣り漁船は、南カリフォルニアからチリ北部にかけた距

岸約 250 海里以内の海域と沖合の島嶼周りで操業を行って
いたが、現在ではエクアドル、メキシコ、米国籍のわずかな
数しか残っておらず、エクアドル、メキシコ、南カリフォル
ニアの比較的沿岸近くで操業している。

生物学的特性 

カツオは 3 大洋全ての熱帯～温帯水域、概ね表面水温
15℃以上の水域に広く分布する（Matsumoto et al. 1984）。
適水温帯の分布にあわせて、東部太平洋における分布域は
中西部太平洋に比べて南北に狭くなっている（図 4）。太平
洋においては単一系群とする説と複数系群とする説があるが

（鈴木 2010）、資源管理上は東部太平洋と中西部太平洋に分
けて資源評価が行われる場合が多い。

産卵は表面水温 24℃以上の海域で広く行われ、東部太平
洋においても南北アメリカ大陸沿岸から西経 130 度、北緯
15 度から南緯 10 度付近の適水温帯で産卵が行われる。成熟
体長は 45 cm 程度とされ、性比は 1：1 で、キハダやメバチ
で確認される高齢魚における雄の比率の増大は見られない。

成長は、耳石日輪の計数から得られた結果と標識放流・
再捕データを組み合わせて、満 1 歳で尾叉長 40 cm 台後半、
満 2 歳で 60 cm 台後半、満 3 歳で 70 cm 台と推定されてい
る（図 5）。体長体重関係は、W=5.5293 × 10-6 L 3.336 等（W
は体重（kg）、L は尾叉長（cm））が用いられ、40 cm で 1.2 
kg、50 cm で 2.6 kg、60 cm で 4.7 kg となる。寿命は 6 歳
を超える。

餌生物は他の海域同様、魚類・甲殻類・いか類で、選択性
は低く、その海域で主要なものが主たる餌となっている。ま
た、捕食者は、カツオ自身を含めた高度回遊性魚類のまぐろ
類・かじき類、その他の魚食性魚や海鳥と考えられる。

図 3. 2007 ～ 2012 年東部太平洋でまき網及び竿釣りで漁獲された
カツオ体長組成の推定値（IATTC 2013）
測定対象の平均重量は各年の図上に示されている。

図 2. 2013 年東部太平洋におけるまき網操業別カツオ漁獲量
（5 度× 5 度の統計値）（IATTC 2014）

図 1. 東部太平洋におけるカツオの漁法別漁獲量（IATTC 2015）
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資源状態

東部太平洋における本種の最近の資源評価は IATTC 事務
局により 2012 年に行われ、4 つの手法（a. 漁業・生物学的
指標値；b. 標識データ解析；c. サイズ組成資源評価モデル；d. 
空間資源動態モデル）の結果から、資源状況は不確実である
が、資源が悪化する明確な証拠は無いとされた。この結果は、
①まき網の CPUE が資源量に比例しているかどうか不明であ
ること、②漁業の影響が小さい大型カツオ資源の存在可能性、
③中西部太平洋のカツオ資源との関連が不明であることから、
過去の資源評価と同様に予備的なものとされている。

2014 年には、前年までの漁業・生物学的指標値（まき網
による漁獲量、FAD 操業 CPUE、素群れ操業 CPUE、標準化
努力量、平均（漁獲個体）重量、相対資源量、相対加入量、
相対資源利用率の 8 つ）が更新された。

各結果を以下に示す。

a). 漁業・生物学的指標値（2015 年更新）
(a) まき網による漁獲量、(b) FAD 操業 CPUE、(c) 素群れ

操業 CPUE、(d) 標準化努力量、(e) 平均（漁獲個体）重量
（kg）、(f) 相対資源量、(g) 相対加入量、(h) 相対資源利用率
の 8 つの指数が更新された（Maunder 2014）。まき網によ
る漁獲量は 1985 年以降増え続け、2003 年以降は高い水準
で推移している（図 6 (a)）。FAD 操業 CPUE は 1990 年以
降、1999 年を除いて平均レベルで変動し、2011 年は高かっ
た（図 6 (b)）。素群れ操業 CPUE は 2003 年以降高く推移し、

2008 年に最も高かった（図 6 (c)）。資源利用度の指標とな
る標準化努力量は 1991 年から増加し、2009 年以降減少傾
向を示している（図 6 (d)）。相対資源量、相対加入量、相対
資源利用率は 20 年以上増加傾向を示し、2003 年以降は高
いレベルで変動している（図 6 (f), (g), (h)）。

カツオ資源の懸案事項は、近年は減少傾向に転じたものの、
利用率が断続的に増加していることであるが、これらの指標
からは増加による悪影響は認められなかった。2009 年の平
均重量は基準値を下回っており、過剰な利用の結果である可
能性があるが、近年の加入が過去よりも多いこと、あるいは
小型のカツオで占められた海域に漁業が拡大したことが原因
かもしれないとされた。また、平均体長が連続して減少し
ていることが懸念され、漁獲量と CPUE の減少と合わされば、
利用度が MSY レベルに近づいているか、又はそれを超えて
いることを示唆しているとされた。

b). 標識データ解析（2012 年の結果）
放流時期が異なる 2 つの標識調査（1973 ～ 1981 年、

2000 ～ 2006 年）で得られたデータを分析し、漁獲率を求
めた（Maunder 2012b）。資源評価のために定義された海域

（図 7）のうち、2 海域（A と C）のみ推定値が利用可能であっ
た。また、漁獲率の推定値は不確実性が高いとされた。

c). サイズ組成資源評価モデル（2012 年の結果）
サイズ組成資源評価モデルは Maunder（2012b, d）によっ

て開発されたモデルで、キハダ、メバチに適用された SS モデ
ルとは異なる。信頼性のある年齢データが無かったため、標
識データから成長に関するデータを算出した。CPUE と体長
組成データに不確実性が伴うため、海域 B のみで信頼できる

図 4. 太 平 洋 に お け る カ ツ オ の 分 布 と 漁 場（Matsumoto et al . 
1984、Schaefer 2001）

図 6. 東部太平洋におけるカツオ資源指数（IATTC 2015 を改変）
(a) まき網による漁獲量、(b) FAD 操業努力量（CPUE）、 (c) 素群れ
操業努力量（CPUE）、 (d) 標準化努力量、(e) 平均（漁獲固体）重量

（kg）、(f) 相対資源量、(g) 相対加入量、(h) 相対資源利用率（CPDF：
Catch per days fished）

図 5. 東部太平洋におけるカツオの成長（Matsumoto et al . 1984）
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推定値が得られた。海域 B における資源量の推定値は、1999
年に特に高くなり、1980 年以降、増加傾向を示した（図 8）。

d). 空間資源動態モデル SEAPODYM（2012 年の結果）
空間資源動態モデル（SEAPODYM）とは、外洋域の海洋

生物物理環境から高次捕食者までをカバーした end-to-end
型の生態系モデルであり、高次捕食者の食物環境、産卵環境、
ハビタット選択性や移動回遊を大洋規模で考慮している。こ

のモデルを使用した解析により推定された東部太平洋におけ
る体長 30 cm 以上のカツオの資源量は、180 万～ 235 万ト
ンであった（図 9）。

管理方策

本種を対象とする資源管理措置は IATTC において導入さ
れていないが、メバチ・キハダの保存管理措置として、まき
網漁業に対し 62 日間の全面禁漁及び沖合特定区での 1 か月
間の禁漁が導入されており、結果的に本種に対する漁獲努力
量は制限されている。

執筆者
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かつおサブユニット
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カツオ（東部太平洋）の資源の現況（要約表）

資 源 水 準 高　位

資 源 動 向 横ばい

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

15.0 万～ 28.0 万トン
平均：24.8 万トン

（2010 ～ 2014 年）

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

58 ～ 74 トン
平均：65.2 トン

（2010 ～ 2014 年）

管 理 目 標 MSY

資 源 の 状 態
まき網素群れ CPUE と FAD CPUE
から過剰に利用されていないと考
えられる。

管 理 措 置

特定の措置はなし（メバチ・キハ
ダの保存管理措置として、まき網
漁業に対し 63 日間の全面禁漁及
び沖合特定区での 1 か月の禁漁が
導入されており、結果として本種
に対する漁獲努力量は制限されて
いる）
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